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表題
著者名
I （章見出し）　
1. （節見出し）　
本テンプレートは、以下の「スタイル」を設定している。
	スタイル名
	適用すべき要素など

	表題
	論文タイトル

	副題
	サブタイトル

	著者名
	

	（章見出し）
	（章見出し）は章番号を自動的に振るため、「はじめに」「終わりに」などには（序と結）を適用。

	序と結
	

	（節見出し）
	

	本文インデント
	本文　通常はこれを用いる。

	標準
	本文：冒頭のインデントなし

	引用（本文）
	引用部分。インデント表示（下に例示あり）。
本文との間には前後一行ずつ空行を入れる。


	本文括弧内文字
	本文：カッコ内の文字。
ポイントを下げ、プロポーショナルフォントにする。

	本文括弧内斜体
	本文：カッコ内の斜体

	本文強調
	本文：強調（いわゆる「太字」）

	文末脚注文字列
	文末脚注部分。

	文末脚注斜体
	文末脚注の斜体

	所属
	著者の肩書を示す。論文の末尾に置く。

	写真説明
	写真図表の説明

	図表番号
	図表等の番号


例
アンドレ・マルロー（André Malraux）1)が，フランス領インドシナで刊行した2つの新聞を読むことによって、彼が1920年代の植民地インドシナの現実にどう対応したかを跡づけようとするものである。その背景として、この地を支配した植民者たちの実態にも言及したい。
インドシナへ行く前のマルローは美術と詩と冒険に熱中する若者で、政治への関心はほとんど持っていなかった。そんなマルローが、植民地インドシナで行われている政治に強い憎悪を抱くようになったのは、ある裁判がきっかけであった。
1920年10月、20歳で自分より3歳年上のクララ・ゴールドシュミット（Clara Goldschmidt）と結婚したマルローは、その後定職に就かずに、妻が相続した資産と株の運用で生活を支えていたが、1924年に起こったメキシコ株の大暴落で財産をなくし困窮した。そのとき彼が思いついたのが、カンボジアの密林に埋もれた古代クメール王国のバントアイ・スレイ（Banteaï-Srey, 「女たちの避難所」の意味）の遺跡を発掘し、その浮き彫り彫刻をアメリカの古美術商に売って金を儲けることであった。彼は少年時代にパリのギメ美術館で仏像を見たときから、アジアの仏像芸術に強く惹かれ、独学で考古学を学んだのだった2)。国立図書館で
多くの出会いが私の人生を彩ってきました。祖国フランスでの美しく、不思議な出会いについては、すでにお話しました。でもツグミがしゃべり、女がパンタロンをはくこの不思議な土地での出会い、祖国でのものよりよほど素晴らしい出会いについては、まだお話しておりません。
註
1) この当時のアンドレ・マルローについて、最新の Larousse 版 Grande Dictionnaire Encyclopédique は4行の記述で済ませている。すなわち、「作家，政治家。（1901年クレタイユ生まれ・1976年パリで没）。考古学を学んだあと、1923年からアジアを旅行。それから戻って『征服者たち』（1928年）を出版」(Grande Dictionnaire Encyclopédique. vol.9, p.6590.)


2) マルローは自らの学歴について多くを語らず、従来の伝記等では東洋語学校やパリ大学文学部、あるいはルーブル美術館付属研究所で教育を請けた結果、東洋とくにクメール文化への傾倒を深めたとしていたが、アンドレ・ヴァンドガンスが1960年に発表した論文「マルローは、グランド・ゼコールに通ったか」(André Vandegans : Jeunesse littéraire d'André Malraux. 1960 に収録)で、学校に残された記録を調査した結果、いずれの学校にも在籍しなかったことが判明した。事実は1918年に、パリの名門コンドルセ高等中学校へ転校を試みるが、この希望はかなえられず、これをきっかけに学業を放棄してしまった。以後は独学で知識を蓄えたのが真相である。
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